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支
部
運
営
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
温
故
知
新
」

を
掲
げ
、
越
後
支
部
の
伝
統
や
行
事
の
内
容
を
理

解
し
、
継
承
発
展
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
２
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
支
部
活
動
が
自
粛

に
追
い
込
ま
れ
、
殆
ど
の
計
画
が
中
止
や
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
多
人
数
で
の
山
行

な
ど
ハ
ー
ド
的
行
事
は
、
世
間
的
風
評
も
あ
り
実

施
で
き
ず
、
ソ
フ
ト
的
な
事
業
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
環
で
越
後
支
部
の
偉
大
な
先
人
と

し
て
、
高
頭
仁
兵
衛
、
藤
島
玄
、
小
野
健
の
三
岳

人
を
取
り
上
げ
紹
介
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
高

頭
仁
兵
衛
翁
は
、「
２
０
２
０
写
真
で
見
る
高
頭

祭
の
あ
ゆ
み
」
を
追
加
編
集
し
２
０
２
０
年
12
月

に
発
行
、
支
部
事
業
で
寿
像
修
復
募
金
と
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
藤
島
玄
初
代
支
部
長
の
「
飯
豊

黎
明
の
人 

藤
島
玄
展
」
は
、
支
部
会
員
の
藤
島

蔵
書
メ
ン
バ
ー
が
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
行
事
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
野
健
支
部
名
誉
会
員
の
「
栂

海
新
道
開
通
50
周
年
記
念 

大
縦
走
路
の
軌
跡 

特

別
展
」
は
、
靏
本
支
部
会
員
が
中
心
と
な
り
糸
魚

川
地
域
を
巻
き
込
ん
で
計
画
実
施
し
た
こ
と
な
ど
、

そ
の
行
動
力
と
実
行
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
度
支
部
事
業
で
、
新
潟
県
職
員
互
助
会
の

地
域
助
成
金
事
業
「
弥
彦
・
国
上
エ
リ
ア
の
持
続

可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
採

択
さ
れ
、
実
施
し
た
こ
と
を
本
紙
前
号
で
紹
介
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
山
岳
会
支
部
事
業
委
員

会
の
２
０
２
１
年
特
別
事
業
補
助
金
事
業
「
越
後

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
育
成
３
ヶ
年
計
画
」
で
認
め
ら
れ
た

登
山
セ
ミ
ナ
ー
や
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
子
供
登
山

教
室
は
、
昨
年
７
月
末
頃
か
ら
第
５
波
の
急
速
な

感
染
拡
大
で
中
止
と
な
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

多
く
の
方
々
を
失
望
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
支
部
活
動
を
「
温
故
知
新
」
で
進
め

て
来
ま
し
た
が
、
今
後
は
「
知
新
」
を
「
創
新
」

に
切
り
換
え
て
、
従
来
事
業
と
共
に
新
規
行
事
も

創
出
し
た
活
動
で
融
和
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
全
国
山
岳
古
道
調
査
の
一
環
で
、
越
後
古
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お
り
、
今
後
本
格
的
な

踏
査
山
行
を
開
始
し
ま
す
が
体
力
・
気
力
の
許
す

範
囲
で
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
子
供
登
山
教
室

は
、
４
年
前
に
糸
魚
川
で
開
始
し
て
ノ
ー
ハ
ウ
を

得
て
お
り
、
今
後
は
中
越
や
下
越
で
も
展
開
し
将

来
を
担
う
子
供
達
の
育
成
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
弥
彦
・
国
上
エ
リ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、「
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
」
を
考
慮
し
支

部
自
然
保
護
委
員
会
に
移
行
し
ま
す
。
従
来
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
登
山
を
進
化
さ
せ
、
県
内
模
範

と
な
る
運
動
へ
展
開
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
育
成
事
業
も
、
昨
年
か
ら
本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
と
繋
が
り
も
で
き
始
め
て
お
り
、
越
後
支
部
の

行
事
や
他
支
部
と
の
交
流
を
含
め
積
極
的
な
連
携

を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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支
部
活
動
を
温
故
知
新
か
ら
創
新
へ

�

支
部
長　

桐
生　

恒
治

私の一枚
春の粟ヶ岳
　越後平野の東に粟ヶ岳の鋭鋒は天
を突き、存在感を際立たせている。
僕が最初に登ったのは、昭和41年６
月であった。ただただ暑かった、二
度と登りたくないという記憶しかな
かった。しかし近年、地元加茂の山
友と登る機会が何度かあり、その四
季のすばらしさにすっかり魅了され
てしまった。こんな光景にも出会う
ことができた。水源地から登り、山
頂からの帰り、先行する友が中峰を
登っている時の一枚である。

� 撮影者　遠藤 俊一
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「
新
シ
リ
ー
ズ
」
地
域
の
山
紹
介

　

越
後
は
縦
に
長
く
有
名
な
山
が
多
く
あ
り
ま

す
。
一
方
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
紹
介
も
さ
れ
な
い

高
く
も
な
く
無
名
だ
が
地
元
の
岳
人
達
に
愛
さ
れ

綿
々
と
登
り
続
け
ら
れ
て
い
る
山
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
地
域
の
山
々
を
取
り
あ
げ
て
支
部
会
員

に
広
く
知
っ
て
頂
き
、
よ
り
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広

げ
て
山
登
り
を
楽
し
ん
で
頂
き
た
く
、
本
シ
リ
ー

ズ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
１
回
目
は
下
越
よ
り
始

め
ま
す
。

毛け
い
し
や
ま

石
山
（
七
九
三
Ｍ
）

�

滝
沢　

信
子

　

五
泉
市
川
内
山
塊
の
一
つ
毛
石
山
が
あ
る
。

　

登
山
口
は
、五
泉
市
村
松
の
上
杉
集
落
を
過
ぎ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド
手
前
で
門
原
方
面
の
道
路
に

曲
が
る
と
直
ぐ
左
側
に
あ
り
、
毛
石
山
の
看
板
が

あ
る
。
駐
車
場
は
無
い
が
、
登
山
口
前
の
少
し
広

く
な
っ
た
草
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
数
台
止
め
ら
れ

る
。

　

歩
き
始
め
は
、
水
力
発
電
用
の
導
水
路
（
水
路

の
上
に
金
網
が
か
か
っ
て
い
る
）
の
上
を
歩
く
。

川
を
渡
り
、
引
き
続
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
敷
い

た
導
水
路
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
や
が
て
右

手
に
登
山
口
の
標
識
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
が
登

山
道
の
始
ま
り
で
杉
林
の
中
を
進
む
。
途
中
沢
沿

い
を
遡
行
す
る
。
沢
に
は
、
山
ビ
ル
が
生
息
す
る

の
で
ヒ
ル
の
生
息
時
期
は
、
特
に
注
意
し
な
が
ら

進
む
。

　

や
が
て
広
く
な
っ
て
い
る
鉱
山
跡
に
着
く
。
当

時
こ
こ
で
採
掘
し
た
鉱
物
を
選
別
し
た
ら
し
く
草

木
が
生
え
て
い
な
い
。
更
に
、
山
腹
を
へ
つ
る
様

に
進
み
ジ
ク
ザ
グ
し
た
鉱
山
跡
の
斜
面
を
登
る
。

振
り
返
る
と
権
現
山
が
見
え
る
。
尾
根
に
出
る
と

小
さ
な
祠
が
あ
る
山
の
神
に
着
く
。
目
の
前
に

は
越
後
白
山
か
ら
の

「
田
村
線
」
と
呼
ば

れ
る
登
山
道
を
見
る

事
が
出
来
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
右

手
に
白
山
を
見
な
が

ら
、
西
側
を
巻
く
道

を
進
む
。
片
傾
斜
の

登
山
道
が
続
く
の
で

注
意
し
な
が
ら
歩

く
。
尾
根
に
到
着
、

橋
立
山
の
神
で
あ

る
。
目
の
前
に
は
、

目
的
の
毛
石
山
が
見
え
る
。
案
内
板
に
沿
っ
て
、

巻
道
を
進
む
と
や
が
て
歩
き
易
い
広
い
道
に
な

る
。
更
に
進
む
と
急
登
に
な
り
、目
指
す
山
頂
は
、

直
ぐ
そ
こ
。
４
月
中
頃
、
登
山
道
両
脇
に
岩
う
ち

わ
が
満
開
に
な
り
一
面
ピ
ン
ク
に
被
わ
れ
る
。
山

頂
は
、
川
内
の
山
々
の
パ
ノ
ラ
マ
、
銀
次
郎
、
銀

太
郎
、
五
剣
谷
岳
、
青
里
岳
、
矢
筈
岳
ま
で
望
め

る
。
訪
れ
る
人
が
少
な
い
の
で
山
頂
で
展
望
を
十

分
楽
し
め
る
。

　

帰
路
は
、
同
じ
道
を
た
ど
る
が
片
傾
斜
の
登
山

道
が
続
く
の
で
滑
落
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
。

本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
メ
ン
バ
ー
と
の

交
流
登
山
（
菅
名
岳
・
弥
彦
山
）

�
越
後
支
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
長

�

　

玉
木
大
二
朗

　

日
本
山
岳
会
本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
が
菅
名
岳
と
弥
彦
山
に
登
山
す
る
の
で
、
越

後
支
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
会
も
合
同
で
登
山
で
き

な
い
か
と
の
打
診
が
あ
り
、
急
遽
私
と
知
野
勇
人

さ
ん
が
同
行
し
た
。

　

11
月
20
日
（
土
）、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
馬
下
駅
で

本
部
メ
ン
バ
ー
４
人
（
男
性
１
名
、
女
性
３
名
、

皆
40
代
）
と
合
流
。
早
速
、
菅
名
岳
登
山
口
に
移

動
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
小
山
田
登
山
口
～
丸
山
尾

根
～
菅
名
岳
～
鳴
沢
峰
～
五
葉
尾
根
～
小
山
田
を

周
回
す
る
。
09
：
30
小
山
田
か
ら
は
沢
を
渡
っ
て

い
き
な
り
「
地
獄
の
階
段
・
５
７
５
段
」
の
看
板

が
出
迎
え
る
。
登
り
始
め
の
い
き
な
り
の
階
段
歩

行
は
キ
ツ
イ
。
途
中
「
ラ
ス
ト
２
３
０
段
」
の
看

板
が
あ
る
。
ほ
ぼ
真
ん
中
辺
り
だ
が
ラ
ス
ト
に
し

て
は
中
途
半
端
な
数
字
。
階
段
を
登
り
切
り
広
い

尾
根
に
出
る
。
丸
山
尾
根
は
綺
麗
な
ブ
ナ
林
と
な

り
緩
や
か
な
緩
斜
面
が
続
き
実
に
気
持
ち
い
い
。

　

11
：
50
菅
名
岳
山
頂
。
先
客
10
人
以
上
。
雪
を

い
た
だ
い
た
飯
豊
連
峰
が
輝
い
て
い
る
。
越
後
平

野
は
全
体
的
に
霞
み
佐
渡
島
や
粟
島
が
望
め
な

い
。
山
頂
で
ナ
メ
コ
・
ヒ
ラ
タ
ケ
・
マ
イ
タ
ケ
入

り
の
キ
ノ
コ
汁
で
お
も
て
な
し
。
醤
油
味
と
中
華

ス
ー
プ
味
の
２
鍋
を
作
り
、味
の
違
い
を
楽
し
む
。

自
慢
じ
ゃ
な
い
が
夫
々
う
ま
い
。
キ
ノ
コ
汁
を
完

食
し
12
：
50
下
山
開
始
。
笹
の
尾
根
は
起
伏
が
少

な
く
歩
き
や
す
く
や
が
て
鳴
沢
峰
通
過
。
五
葉
尾

根
は
丸
山
尾
根
よ
り
も
傾
斜
が
あ
る
が
登
山
道
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
。
15
：
00
小
山
田
登
山
口
の

駐
車
場
到
着
。
１
日
目
の
登
山
終
了
。

　

11
月
21
日
（
日
）、
新
潟
市
西
区
寺
尾
で
本
部

メ
ン
バ
ー
と
合
流
。
弥
彦
山
へ
と
向
か
う
。
弥
彦

神
社
は
菊
祭
り
開
催
中
で
菊
の
展
示
品
を
見
学
し

な
が
ら
表
参
道
を
通
る
。
弥
彦
神
社
で
参
拝
後
、
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08
：
30
登
山
開
始
。
過
去
の
弥
彦
山
で
の
遭
難
事

例
や
松
明
登
山
祭
を
説
明
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り

と
歩
く
。
10
：
05
山
頂
到
着
。
佐
渡
島
、越
後
三
山
、

尾
瀬
燧
ケ
岳
も
見
え
る
。次
に
大
平
園
地
を
回
り
、

高
頭
翁
寿
像
碑
前
で
記
念
撮
影
す
る
。
往
路
を
戻

り
12
：
10
無
事
下
山
。
新
潟
市
内
ま
で
本
部
メ
ン

バ
ー
を
送
る
。
本
部
メ
ン
バ
ー
は
、
次
回
の
新
潟

遠
征
を
令
和
４
年
の
春
に
、
国
上
山
～
弥
彦
山
～

角
田
山
の
西
蒲
三
山
縦
走
を
企
画
し
た
い
、
高
頭

祭
に
参
加
し
て
越
後
支
部
会
員
と
の
交
流
を
楽
し

み
た
い
と
の
言
葉
を
残
し
解
散
し
た
。

　

今
回
の
山
行
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
取
り
持
つ
縁
と
仲
間

意
識
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
感
じ
た
。
今
後
も
更

な
る
交
流
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

弥
彦
・
国
上
エ
リ
ア
の
持
続
可
能
な

利
用
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

山
行
委
員
長　

渡
辺　
　

茂

第
２
回
活
動
報
告

・
日　

時　

令
和
３
年
９
月
25
日
（
土
） 

・
場　

所　

�

八
枚
沢
登
山
口
～
妻
戸
尾
根
～
弥
彦

山
～
能
登
見
平
～
八
枚
沢
登
山
口

・
参
加
者　

19
名

　

今
回
の
活
動
は
八
枚
沢
ル
ー
ト
の
危
険
個
所
や

案
内
看
板
等
の
調
査
お
よ
び
登
山
道
に
は
み
出
た

草
や
枝
、
枯
れ
木
の
除
去
活
動
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
雪
割
草
が
咲
く
頃
に
は
多

く
の
登
山
者
で
賑
わ
う
人
気
の
コ
ー
ス
、
階
段
が

多
く
、
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
歩
き
に
く
い
為
、
急
斜

面
に
は
ザ
イ
ル
を
設
置
、
ま
た
、
雪
割
草
群
生
地

に
は
立
入
り
禁
止
の
ロ
ー
プ
も
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
階
段
が
崩
れ
な
い
よ
う
鉄
の
杭
が
打
た
れ

た
場
所
に
は
躓
か
な
い
よ
う
注
意
喚
起
用
ピ
ン
ク

の
マ
ー
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を
縛
り
付
け
ま
し
た
。
安

全
登
山
を
確
保
す
る
た
め
に
登
山
道
沿
い
に
は
み

出
た
枝
や
枯
れ
木
を
除
去
し
登
山
道
は
歩
き
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
妻
戸
山
分
岐
に
設
置
さ
れ
た
休

憩
場
所
の
テ
ー
ブ
ル
は
草
に
覆
わ
れ
隠
れ
て
い
ま

し
た
が
、
テ
ー
ブ
ル
回
り
の
大
量
の
草
も
除
去
し

休
憩
場
所
と
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

山
頂
の
階
段
脇
の
松
の
枯
れ
木
も
除
去
し
ス
ッ

キ
リ
し
た
参
道
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
能
登

見
平
か
ら
は
枯
れ
枝
の
除
去
を
し
な
が
ら
八
枚
沢

登
山
口
に
降
り
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
業
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
３
回
活
動
報
告

・
日　

時　

令
和
３
年
10
月
30
日
（
土
） 

・
場　

所　

�

表
参
道
登
山
口
～
弥
彦
山
９
合
目
～

大
平
園
地
（
往
復
）

・
参
加
者　

22
名

　

今
回
が
最
後
と
な
る
３
回
目
の
活
動
は
土
砂
崩

れ
に
よ
る
入
山
中
止
が
解
除
さ
れ
た
表
参
道
か
ら

弥
彦
山
９
合
目
を
経
由
し
、
大
平
園
地
ま
で
の
整

備
中
の
登
山
道
の
視
察
を
兼
ね
、
危
険
個
所
の
点

検
と
外
来
植
物
の
観
察
を
し
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。
点
検
活
動
で
は
、
登
山
道
沿
い
に

張
ら
れ
た
ロ
ー
プ
の
緩
み
、
杭
の
破
損
、
読
め
な

い
看
板
の
除
去
、
立
入
り
禁
止
区
域
の
確
認
、
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
登
山
道
の
整
備
は

９
合
目
か
ら
行
わ
れ
、
現
在
は
６
合
目
付
近
ま
で

整
備
さ
れ
、
土
砂
崩
れ
現
場
も
整
備
さ
れ
草
が
生

え
、
間
も
な
く
緑
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
に
様
変
わ
り
の

様
相
で
し
た
。
大
平
園
地
で
は
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
登
山
マ
ナ
ー
よ
り
も
観
光

客
の
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
対
策
を
講
ず
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、弥
彦
山
に
も
外
来
植
物
、

特
に
フ
ラ
ン
ス
菊
が
奥
の
院
や
大
平
園
地
で
大
群

生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
外
来
植
物
の
除
去
に
つ
い
て
は
国
立
公

園
、
国
定
公
園
で
は
勝
手
に
採
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
頭
の
痛
い
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
山
頂
付

近
は
間
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
菊
の
群
生
地
と
変
化
す

る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
は
延
べ
88
名
の
方
か
ら
参

加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

古
道
調
査

会
津
街
道
諏
訪
峠　多

田　

政
雄

　

阿
賀
町
行
地
と
津
川
間
を
新
発
田
藩
が
参
勤
交

代
時
に
通
り
殿
様
街
道
と
言
う
諏
訪
峠
で
、
十
月

三
日
に
初
め
て
交
差
登
山
で
古
道
調
査
を
行
っ

た
。
ピ
ス
ト
ン
で
登
山
口
に
戻
る
よ
り
峠
越
え
し

て
行
く
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
時
間
的
制
約
か

ら
今
後
の
調
査
に
重
要
な
登
山
方
法
に
な
る
。
注

意
す
る
事
は
山
行
途
中
で
車
の
鍵
交
換
す
る
必
要

が
あ
り
、
峠
が
両
側
か
ら
同
じ
時
間
と
は
限
ら
な

い
、
危
険
な
場
所
は
避
け
て
確
り
決
め
る
、
鍵
に

車
名
と
色
と
番
号
を
書
い
た
荷
札
を
付
け
交
換
相

手
も
決
め
保
険
も
確
認
す
る
、
下
山
後
の
車
置

き
場
所
と
合
流
場
所
決
め
て
お
く
、
こ
れ
ら
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
行
地
側
は
佐
久
間
さ
ん
等
七
人
と

津
川
側
は
多
田
等
六
人
で
八
時
過
ぎ
出
発
す
る
。

今
回
は
津
川
側
か
ら
の
報
告
を
す
る
。

　

駐
車
場
か
ら
各
自
地
図
ア
プ
リ
を
ス
タ
ー
ト
し

追
分
道
標
馬
頭
観
音
で
最
初
の
地
点
記
録
し
、
以

後
各
所
で
記
録
し
な
が
ら
進
む
。
石
畳
の
道
を
通

り
ど
う
し
ん
坂
で
石
畳
を
撮
影
記
録
し
、
柳
新
田

集
落
玄
関
前
を
通
り
一
里
塚
で
休
憩
す
る
。
往
時
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の
苦
労
を
偲
び
な
が
ら
林
道
を
登
り
、
峠
に
着
く

と
行
地
隊
は
到
着
し
て
お
り
半
時
間
近
く
の
差
が

出
た
。
車
の
鍵
と
情
報
を
交
換
、
昼
食
後
に
そ
れ

ぞ
れ
出
発
、
大
ブ
ナ
や
中
の
茶
屋
跡
を
通
り
行
地

の
一
里
塚
に
着
く
。
こ
の
行
地
の
一
里
塚
と
先
ほ

ど
の
柳
新
田
側
の
一
里
塚
は
、
左
右
で
一
対
の
土

椀
を
伏
せ
た
形
の
土
盛
が
完
全
な
形
状
で
残
り
、

貴
重
で
一
番
の
見
所
と
思
わ
れ
、
写
真
を
撮
り
記

録
す
る
。
宿
場
で
あ
っ
た
行
地
集
落
に
着
く
が
過

疎
の
為
か
静
か
で
あ
る
。
駐
車
場
所
は
直
ぐ
わ
か

り
乗
り
換
え
て
新
谷
経
由
で
三
川
道
の
駅
の
合
流

場
所
へ
向
か
う
。
車
の
鍵
を
再
交
換
し
、
地
図
ア

プ
リ
実
習
と
交
差
登
山
に
依
る
古
道
調
査
を
大
き

な
事
故
も
な
く
終
了
し
次
回
に
生
か
せ
る
良
い
経

験
と
な
っ
た
。

　

（
道
中
ス
ズ
メ
蜂
の
巣
一
カ
所
あ
り
速
や
か
に

通
過
す
る
。
山
蛭
に
は
何
人
か
が
吸
わ
れ
る
。）

山
行
委
員
会

黄
葉
の
御
神
楽
岳
登
山

石
山　

政
雄

　

コ
ロ
ナ
禍
で
山
行
行
事
が
全
て
中
止
に
な
る

中
、
久
し
ぶ
り
に
越
後
支
部
行
事
（
新
潟
山
岳
協

会
合
同
企
画
）
と
し
て
、
10
月
17
日
黄
葉
真
っ
盛

り
の
御
神
楽
岳
の
山
行
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は

雨
に
も
関
わ
ら
ず
県
内
各
地
か
ら
25
名
も
の
大
勢

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

室
谷
登
山
口
に
て
、
班
ご
と
に
点
呼
を
取
り
、

越
後
支
部
後
藤
副
支
部
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
を
頂

い
た
後
、
７
時
に
３
班
に
分
か
れ
て
出
発
し
た
。

御
神
楽
岳
の
天
気
予
報
は
午
前
小
雨
、
午
後
曇
り

と
回
復
傾
向
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
登
山
道
は

下
草
が
伸
び
て
濡
れ
て
い
る
上
に
路
面
の
ぬ
か
る

み
が
ひ
ど
く
、
最
初
か
ら
雨
具
を
着
け
て
の
歩
行

と
な
っ
た
。

　

登
山
道
に
は
沢
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

所
が
数
箇
所
あ
っ
た
が
、
昨
夜
来
の
雨
で
水
嵩
は

増
え
て
い
る
も
の
の
支
障
な
く
通
過
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
杉
林
を
抜
け
る
と
や
が
て
雑
木
林
と
な

り
、
大
森
展
望
台
の
広
い
休
み
場
に
到
着
し
た
。

視
界
が
良
け
れ
ば
こ
の
展
望
台
か
ら
稜
線
が
見
え

る
は
ず
だ
が
、
当
日
は
濃
い
ガ
ス
で
展
望
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
雨
乞
峰
に
近
づ
く
に
つ
れ

ブ
ナ
の
原
生
林
が
多
く
な
り
、
素
晴
ら
し
い
木
々

の
黄
葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
雨
乞

峰
付
近
で
は
雨
粒
が
冷
た
く
風
も
あ
っ
た
た
め
体

感
温
度
が
下
が
り
、
体
調
を
崩
す
人
も
出
て
先
行

き
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

　

11
時
過
ぎ
に
山
頂
に
着
い
た
こ
ろ
に
は
、
雨
は

ほ
ぼ
止
ん
で
い
た
が
、
更
に
濃
い
ガ
ス
と
な
り
視

界
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
御
神
楽
岳
を
知
る
人
か
ら

は
好
天
な
ら
山
頂
か
ら
飯
豊
連
峰
、
魚
沼
三
山
、

川
内
山
塊
な
ど
３
６
０
度
の
眺
望
を
楽
し
め
た
の

に
と
残
念
が
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
山
頂
で
昼

食
を
と
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
寒
さ
で
下
山
を
希

望
す
る
人
も
い
て
記
念
写
真
を
撮
っ
た
後
早
々
と

下
山
し
、
霧
雨
の
中
、
風
の
無
い
大
森
展
望
台
で

昼
食
を
と
っ
た
。

　

下
山
道
は
更
に
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど
く
な
り
、
足

元
は
泥
ん
こ
状
態
と
な
り
尻
も
ち
を
つ
く
人
も
い

た
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
岳
友
と
話
が
弾
む
な

ど
有
意
義
な
山
行
で
あ
っ
た
。
14
時
に
全
員
無
事

登
山
口
に
到
着
し
、
県
山
協
遠
藤
副
会
長
の
閉
会

挨
拶
後
解
散
と
な
っ
た
。

藤
島
蔵
書
研
究
会

　

「
研
究
報
告
会
」
の
報
告

藤
島
蔵
書
研
究
会 

代
表　

平
田　

大
六

　

２
０
２
１
年
11
月
18
日
、
藤
島
蔵
書
研
究
会
の

第
４
回
研
究
報
告
会
を
開
催
し
た
の
で
概
要
を
報

告
し
ま
す
。
会
場
は
、
藤
島
蔵
書
が
置
か
れ
て
い

る
関
川
村
の
川
北
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
で
、
旧
川

北
小
学
校
の
跡
地
に
あ
る
建
物
で
す
。

　

藤
島
蔵
書
は
、
初
代
支
部
長
を
さ
れ
た
藤
島
玄

さ
ん
が
１
９
８
８
年
に
没
後
、
遺
族
の
方
々
か
ら

関
川
村
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
世
紀
に

入
っ
て
、
越
後
支
部
の
有
志
の
方
々
が
、
点
検
分

類
作
業
を
重
ね
て
開
架
に
至
り
ま
し
た
。

　

研
究
会
員
登
録
者
は
、
関
川
村
教
育
委
員
会
か

ら
鍵
を
借
り
て
入
室
閲
覧
で
き
ま
す
。
現
在
、
１

０
０
名
近
い
会
員
数
で
、
月
１
回
、
有
志
の
方
々

が
、
こ
の
図
書
室
に
集
ま
り
、
研
究
・
会
合
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

研
究
報
告
会
は
、
数
年
前
か
ら
毎
年
開
催
し
て

き
た
も
の
で
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
の
発

表
会
で
す
。
第
４
回
目
の
本
年
は
、
会
員
参
加
36

名
、
一
般
参
加
７
名
で
し
た
。
来
賓
の
祝
辞
は
、

関
川
村
教
育
長
、
新
潟
県
山
岳
協
会
長
、
桐
生
恒

治
支
部
長
で
、そ
れ
ぞ
れ
激
励
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
究
報
告
者
は
４
名
で
、
概
要
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

①　

�

遠
藤
家
之
進
正
和
「
藤
島
玄
の
足
跡
」。
蔵　
　
　

書
開
架
室
の
壁
面
に
貼
ら
れ
て
い
る
膨
大
な

「
藤
島
玄
年
表
」
は
、
遠
藤
さ
ん
の
力
作
で
、

そ
の
抜
粋
を
資
料
に
さ
れ
た
解
説
で
し
た
。

「
新
潟
か
ら
見
え
る
山
々
の
す
べ
て
を
登
る
」
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と
い
う
藤
島
少
年

0

0

0

0

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
じ

め
ら
れ
ま
し
た
。

②　

�

高
辻
謙
輔
「
寸
描
・
藤
島
玄
」。高
辻
さ
ん
は
、

深
田
久
弥
研
究
の
全
国
的
な
一
人
者
の
一
人

で
、
藤
島

0

0

／
深
田
0

0

の
出
会
い
な
ど
に
つ
い
て

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
配
付
資
料
の
飯
豊
登
山

の
写
真
は
、「
越
後
の
山
旅
」
な
ど
に
載
っ

て
い
て
有
名
で
す
。

③　

�

田
邊
信
幸
「
藤
島
玄
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
」。
田

邊
さ
ん
の
労
作
で
す
。
藤
島
さ
ん
の
本
名
は

「
源
太
郎
」
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
知

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
玄
山
人
」
な

ど
も
あ
り
、
数
百
の
文
献
に
目
を
通
さ
れ
、

集
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
田
邊
さ

ん
は
、
た
び
た
び
蔵
書
図
書
室
を
訪
れ
ら
れ

ま
し
た
。
建
物
の
玄
関
駐
車
場
に
、
ひ
ん
ぱ

ん
に
「
田
邊
車
」
を
見
か
け
ま
し
た
。

④　

�

佐
久
間
雅
義
「
飯
豊
連
峰
・
赤
谷
～
川
入
口

縦
走
」。
藤
島
蔵
書
分
類
手
法
の
創
始
者
で

あ
る
佐
久
間
さ
ん
は
、
藤
島
さ
ん
の
、
数
多

い
山
岳
・
山
行
写
真
や
、
メ
モ
類
な
ど
も
、

克
明
に
点
検
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な

か
か
ら
、
本
題
に
関
す
る
写
真
や
文
献
を
抽

出
さ
れ
、画
像
に
写
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
の
縦
走
コ
ー
ス
は
、
越
後
側
に
飯
豊

連
峰
へ
の
到
達
ル
ー
ト
が
な
い
時
代
、「
飯

豊
山
へ
の
登
拝
路
」
と
し
て
、
飯
豊
川
を
溯

行
し
て
連
峰
南
部
主
稜
へ
斜
上
す
る
「
古
典

ル
ー
ト
」
で
す
。
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

遠
藤　

俊
一

　

こ
の
度
、
役
員
会
の
指
名
を
受
け
て
本
間
会
長

か
ら
交
代
し
て
遠
藤
俊
一
が
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
私
は
山
登
り
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
山
頂
で

の
記
念
写
真
だ
け
で
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
登
る

折
々
で
目
に
す
る
素
晴
ら
し
い
景
観
は
心
の
な
か

の
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
し
か

し
、
山
登
り
に
夢
中
に
な
る
う
ち
に
、
こ
れ
を
映

像
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

を
購
入
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
登
山
中
に
出
会
う
木
々
や
可
憐
な
高
山
植

物
、
流
れ
る
霧
や
雲
そ
し
て
光
に
魅
せ
ら
れ
て
、

も
う
50
数
年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
と

美
し
い
自
然
の
出
会
い
を
求
め
て
、
山
行
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、

左
の
よ
う
に
同
好
会
山
行
を
実
施
し
ま
す
。
参
加

さ
れ
る
方
は
遠
藤
俊
一
宛
て
に
至
急
連
絡
く
だ

さ
い
。

１
．
実
施
日
時　

令
和
４
年
２
月
27
日
（
日
）

　
　

集
合
９
時

２
．�

集
合
場
所　

阿
賀
町
役
場
駐
車
場
（
阿
賀
町

津
川
５
８
０
番
地
：０
２
５
４-

９
２-

３
１
１
１
）

３
．�

行
先　

西
山
日
光
寺　

出
角
山
（
大
黒
杉　

幹
回
り
５
・
４
ｍ
）

４
．�

行
程　

役
場
駐
車
場
９
：
10
＝
９
：
30
払
川

集
落
９
：
50
―
11
：
10
西
山
日
光
寺
11
：
40

―
12
：
30
出
角
山
（
４
８
５
ｍ
）
13
：
00
―

13
：
40
西
山
日
光
寺
13
：
50
―
15
：
00
払
川

＝
15
：
30
役
場
駐
車
場
（
解
散
）

５
．�

携
行
品　
ワ
カ
ン
or
ス
ノ
ウ
シ
ュ
ー
、ス
ト
ッ

ク
、
昼
食
、
行
動
食
、
冬
山
装
備

フ
ォ
ト
・
ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
会
員
の

再
登
録
の
お
願
い

　

会
員
名
簿
を
再
作
成
し
ま
す
。
左
記
の
事
項
を

申
込
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
員
の
方
へ
は
同

好
会
行
事
を
直
接
ご
案
内
し
ま
す
。

１
．
氏
名　

２
．�

連
絡
先
（e-m

ail

（
優
先
）、
住
所
（
郵
送

希
望
）、
電
話
番
号
（
携
帯
優
先
））

３
．
緊
急
連
絡
先
の
氏
名
と
電
話
番
号

申
込
先　

遠
藤　

俊
一　

　

住
所　
〒
950-
2002　

新
潟
市
西
区
青
山
１
―
13
―
28

　
　
　
　

e-m
ail　

endo4181@
m

a.tlp.ne.jp           

３
月
31
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

越
後
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
同
好
会
・
山
行
委
員
会

残
雪
期
登
山
企
画
の
ご
案
内

・
山　

名
：
北
岳
１
４
７
２
ｍ
（
魚
沼
市
）

　

�

只
見
町
と
魚
沼
市
の
県
境
に
あ
る
鬼
が
面
山
の

隣
の
ピ
ー
ク

・
日　

時
：
２
０
２
２
年
３
月
13
日
（
日
）　

・
申
込
締
切
り
：
２
０
２
２
年
２
月
28
日
（
月
）

�

（
期
日
厳
守
）

　

�

期
日
ま
で
に
下
記
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

渡
辺　

茂 

　

携
帯
電
話�

０
９
０
―
２
５
３
７
―
３
５
４
８              

　

Ｅ
メ
ー
ル   isikorob@

m
b.tlp.ne.jp

・�

山　

名：日ひ
な
た
ぐ
ら
や
ま

向
倉
山
１
４
３
０
・
６
ｍ
＆
未
丈
ヶ

岳
１
５
５
２
・
８
ｍ （
魚
沼
市
）　

　

秘
境
銀
山
平
の
知
ら
れ
ざ
る
山

【
Ａ
コ
ー
ス
・
日
帰
り
、
日
向
倉
山
】

・
日　

時
：
２
０
２
２
年
４
月
21
日
（
木
）　

【
Ｂ
コ
ー
ス
・
１
泊
２
日
、
日
向
倉
山
＆
未
丈
ヶ
岳
】

・
日　

時
：
２
０
２
２
年
４
月
21
日
（
木
）

�

～
22
日
（
金
）

・
申
込
締
切
り
：
２
０
２
２
年
４
月
８
日
（
金
）

�

（
期
日
厳
守
）

　

�

期
日
ま
で
に
下
記
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

松
井　

潤
次

　

携
帯
電
話�

０
９
０
―
４
６
２
１
―
１
８
２
５

　

Ｅ
メ
ー
ル  m

ahojiya@
seagreen.ocn.ne.jp　
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猪
熊
隆
之
氏
気
象
セ
ミ
ナ
ー

�

開
催
の
お
知
ら
せ

事
業
委
員
会

　

コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
二
年
間
事
業
を

開
催
出
来
ず
に
い
ま

し
た
が
、
ユ
ー
ス
委

員
会
と
共
催
で
新
潟

県
出
身
の
「
猪
熊
隆

之
氏
」
を
迎
え
て
気

象
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
：
令
和
４
年
６
月
４
日
（
土
）
１
時
30
分

　

会
場
：
黒
埼
市
民
会
館
ホ
ー
ル
１
０
０
名
募
集

�

「
新
潟
市
西
区
鳥
原
」

　

野
外
講
習
：
令
和
４
年
６
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

新
潟
市
秋
葉
区�

八
幡
山
遺
跡
周
辺

　
　
　
　
　
　

20
名
募
集

　

資
料
代
：
１
日　

５
０
０
円　
　

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
で
屋
内
は
定
員
の
半
分
以

下
で
屋
外
は
20
名
で
開
催
し
ま
す
。
屋
内
講
習
は

支
部
会
員
を
優
先
し
て
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
先　

９
５
０-

２
０
２
２

　
　
　
　
　
　
　

新
潟
市
西
区
小
針
１
―
21
―
４

�

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５-

２
６
５-

４
４
１
７

　

�

小
山
一
夫
迄

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
・
住
所
明
記
で
、
５

月
15
日
迄
に

高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
修
復
募
金
の
追
加
事
業
説
明

高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
修
復
委
員
会
２
０
２
１

代
表　

桐
生　

恒
治

　

支
部
報
前
号
で
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
碑
修
復
募

金
に
つ
い
て
、
実
施
状
況
の
仮
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
募
金
目
標
を
大
き
く

上
回
り
、
本
来
の
寿
像
碑
修
復
工
事
も
全
て
完
了

し
、
さ
ら
に
周
辺
整
備
で
大
平
園
地
登
山
道
入
口

に
案
内
看
板
新
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

募
金
者
へ
返
礼
品
と
お
礼
状
を
送
り
一
区
切
り
と

し
ま
し
た
が
、
現
在
30
万
円
弱
の
残
金
が
あ
り
、

今
後
の
使
用
用
途
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
検
討
し

て
来
ま
し
た
。

　

寿
像
設
置
場
所
の
大
平
園
地
は
、
景
観
や
展
望

が
良
く
一
般
来
訪
者
も
非
常
に
多
く
来
山
し
ま

す
。
寿
像
碑
に
高
頭
翁
リ
レ
ー
フ
と
武
田
久
吉
第

６
代
会
長
の
碑
文
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
方
々
が
気
付
き
目
に
し
て
も
、
そ
の
内
容

の
意
味
や
寿
像
碑
建
立
の
経
緯
歴
史
に
つ
い
て
、

理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
の
懸
念
を
持
っ
て
い
ま

す
。
高
頭
仁
兵
衛
は
、
日
本
近
代
登
山
を
先
導
し

普
及
啓
蒙
し
た
日
本
山
岳
会
創
設
メ
ン
バ
ー
で
活

躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て
越
後

支
部
が
建
立
し
た
経
緯
や
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
そ
の
説
明
看
板
を
設
置
し
て
広
く
紹
介
し

た
方
が
良
い
と
の
方
針
に
至
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
11
日
越
後
支
部
役
員
会
で
説
明
し

て
、
賛
同
が
得
ら
れ
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
寿
像
碑
説
明
看
板
の
製
作
設
置
に
あ
た
り
、

説
明
文
起
草
、
設
置
費
見
積
、
関
連
団
体
へ
の
設

置
許
可
申
請
、
今
年
7
月
25
日
第
65
回
高
頭
祭
で

除
幕
式
を
行
う
な
ど
の
予
定
で
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
高
頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
碑
修
復
工
事
募
金
の

�

訂
正
と
お
詫
び
】

　

前
号
の
越
後
支
部
報
32
号
（
令
和
３
年
10
月
15

日
発
行
）
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
『
高
頭
仁
兵
衛

翁
寿
像
碑
修
復
募
金
者
ご
芳
名
簿
』
で
、
一
部
募

金
者
名
表
示
で
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．�「
日
本
山
岳
会
四
国
支
部
」
様
は
、「
尾
野
益

大
（
四
国
支
部
長
）」
様
個
人
と
し
て
の
ご

寄
付
で
し
た
。

２
．�「
北
原
孝
治
」
様
（
北
原
孝
浩
様
の
間
違
い
）

は
、「
日
本
山
岳
会
山
梨
支
部
」
様
と
し
て

の
ご
寄
付
で
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
２
０
２
１
年
４
月
20
日
以
降
）

・
新
入
会
員

　

斎
藤　

桃
子
（
Ａ
０
３
７
４
）�

５
月
20
日

　

脇
屋　

雄
介
（
１
６
８
１
７
） �

９
月
20
日

・
物
故
者

　

成
海　
　

修
（
１
４
７
９
７
）�

９
月
22
日

　

笹
川　

和
男
（
５
０
５
２
）�

９
月
23
日

　

高
橋　

庄
一
（
５
３
５
２
）�

10
月
31
日

・
退
会
者

　

松
坂　

良
一
（
６
０
７
４
）�

12
月
７
日

　

河
村　
　

勝
（
５
８
０
２
）�

12
月
７
日

●
支
部
会
員
総
数
（
２
０
２
１
年
12
月
30
日
現
在
）

　

会
員
数
１
６
８
名　
　

会
友
５
名

編
集
後
記

　

今
号
か
ら
、「
地
域
の
山
」
シ
リ
ー
ズ
を
始
め

ま
し
た
。
広
報
委
員
会
の
役
目
は
、
支
部
内
の
親

睦
と
安
全
登
山
の
普
及
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
の
報
告
は
、
支
部
活
動
や
い
ろ

い
ろ
の
方
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
親
睦
に

役
立
ち
ま
す
が
、
支
部
外
の
一
般
の
登
山
愛
好
者

や
、
支
部
内
に
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
物
足
り
な
い

方
も
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
広
報
委
員
会

で
は
、
山
や
の
原
点
で
あ
る
身
近
な
山
を
も
う
一

度
見
直
し
て
み
よ
う
、
支
部
の
内
外
の
方
に
、
そ

れ
に
よ
っ
て
登
山
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
え

な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
支
部
の
活
性
化
、

会
員
拡
大
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
、
等
の
議

論
も
行
い
ま
し
た
。
支
部
報
に
は
、
今
ま
で
も
い

ろ
い
ろ
な
シ
リ
ー
ズ
物
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
議
論
の
中
か
ら
、特
に
、「
地
域
の
山
」

に
注
目
し
た
シ
リ
ー
ズ
企
画
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
地
域
を
巡
っ
て
順
に
掲
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。
こ
れ
だ
け
見
れ
ば
そ
の
山
に
行
け
る
、
と

い
う
完
全
な
ガ
イ
ド
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

山
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
出
来
れ

ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

紙
面
作
成
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様

に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
佐
藤
高
晴
）


